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10月17毘(月曜日) 10月定関金報告

lIII.霊撃さを皇室じる中、紅葉の始まりかけた翼璽鱈へ出かけました。霊童彊111り本読を訪ねて

みようと、しiまもく歩いてみましたが、砂鞍ダム工事の為蓄電避することが顕難で、水がな

く、犬小の石がゴロゴロした時醸の鷺諜とした重量量は、さらに寒さをそそりました。

その後、酒だる村にて、五人のメンパーで箆火を臨み議の薬味しさも味わいながら、

り合いました。

く1)今後の学習会の活動とp3審

(2)援護の韮り方@また受入れ方などについて

く3)選f王子重量み番え食品の事などについて

(4)その他並々

次i謹 (11月)は (3) について、資轄を持ち寄与考えてみることになりました。

警艶

三ヶ村泉に行きました

警艶
、

剛

(H • M) 

警忠義静

K. O. 

少々脱寒さを感じる秋晴れの10月27自，私は誘われて初めて三ヶ村泉を詰

した.心擾しい間行の友に駒けられやっとの患いで壌を下りた時，そこ

くの静寂の世界でした.絵はがきそのままの景邑でした.下号壌で見苦

しく騒いでしまった事も助けてもらったお礼を震うのも忘れて，私は立ち、{宇

していました 1青んだ水と木々，若年い石，それらが音も舞く，時の流れも止

まってしまったように歩秩の自差しの中でキラキラと鱒いていました.そん

設時，課野の瞬Lこ{耳元誌の気患を霊童じました。毘を譲らして見ると，河とあの

絵誌がきの羽黒トンボが，あの写真ぞのままに，石の上で羽を体めています.

“さあ，ちゃんと見ておくのよ持そんな麗広語号かけているようです，息を

のんで見つめます.その内岸辺のフド立の中から，黒い蝶のようなものがヒラ

記ラ，タルク}I;と無数に飛び交い錯めました羽黒トンボの群舞でした.ぞ

れ誌本当に棄しげでした. “すごいね搾 “どうして"そんな私達人間のざわ

めきをよそ記，舞続けます。本の中では小金たちがp 騒々 と詠いでいます，

こんな世界が，騒々しく環ただしい弘遠の自常の，ほんのすぐそ誌に毒っ

fとのです.雷じられないよう金光景でした.

今までも始E震を守らなけれ認い付金い沖ということ拡，ぞれなり記理解し

ていましf乙でも今国，農を留めさ費たりにして，必の誌から“この泉が，こ

のままの饗でいつまでも事在し競付・ますようLfと強く願う離にな号ましt::::..
“離し仲について樺々は言及されている昨今s 私は“人は，理解しあえる

人との心の触れおいと，密葬主そして芸錦之よって議される"と患っていま

す.その大拐な，人間宮身を含めた盛諜ιもっともっと葉樹広車型組まね

ば歩と感じた…自でした.ぞれ以上に，とても幸せなー密でした.私に泉を

見せてくれ先， Tさん.Hさん. Aさん，本当に車時がとうございましfる

(2) 
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う
部
分
も
あ
る
が
部
本
的
に
は
同

じ
で
あ
る
。

(4) 
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場
モ
ン
サ
ン

ド
ア
ッ
プ
レ
デ
ィ

除
草
剤
耐
性
(
ケ
ワ
ホ
ザ

i

ト
リ
衿
ラ
ウ
ン
ド
ア
ッ
プ
コ
ア
グ
ロ

パ
ク
テ
ワ
ウ
ム
と
い
う
除
草
剤
に

始
い
性
繋
を
持
つ
土
的
検
事
の
遺
伝

f
を
組
み
込
ん
で
、
大
一
乏
の
組
織

に
除
草
剤
に
射
性
を
持
つ
欝
素
Jγ

作
ら
せ
る
α

選
択
マ

i
カ
!
(
矧

み
換
‘
え
結
昭
市
め
白
山
w
に
な
る
も
の
)

ト
ケ
し

土と~ 
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科
学
技
術
庁
指
針

@
農
水
省
の
指

農
場
、
金
織
で
問
問
、
つ

指
針
も
緩
く
な
れ
い

J

、

る
樹
木
一
一
も
無
く
て
長
い

事
r
h
e
な
一
?
た
。
そ
の
後
普
通
の
鐙

滋
で
栽
培
さ
れ
る
。

感
厚
生
省
出
の
指
針
と
し
て
、
食
品

と
し
て
の
安
全
性
を
評
鈍
す
る
。

以
上
の
ム
う
に
、
各
省
庁
の
バ

ラ
バ
ラ
の
指
針
は
ふ
る
が
、
強
制

力
は
無
い
。

一
品
伝
子
相
品
、
香
川
の
晴
同
一

γ
へ
食
品
と
し
て
の
安
全
性

立
地
球
生
態
系
へ
の
影
響

辺

、

に

よ

る

操

業

支

配

大
別
し
ぐ
一
一
一
点
。

相
郡
水
省
内
惜
叫
軒

、1
t
i
z
-
-
ノ

機疑的意書i車専111'号

E重生省
f話芸?

一絞E菌i講でめままiき

4 

としての安全性務総

窃
ぞ
ン
リ
勺
ン
ト
社
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

(
害
虫
議
抗
性
)
殺
虫
成
分
を
有

す
る

B
T
窪
〔
バ
チ
ル
ス
・
チ
3

1
2

リ
ン
グ
ン
シ
ス
u
H

生
物
農
薬
)

の
遺
伝
子
を
組
み
込
む
。
マ
ー
カ

;
と
し
て
は
除
草
剤
耐
性
蕗
を
入

れ
、
伶
物
自
身
が
殺
虫
成
分
を
持

つ
よ
、
つ
に
な
る
。

開放系科湾

の
凌
伝
プ
ナ

を

総

み

み

に

殺

虫

成

分
が
出
来
て
も
、
ぞ
れ
を
'
設
ベ
る

人
間
関
に
影
響
し
な
け
れ
ば
、
以
前

の
作
物
と
問
じ
で
安
全
し
ん
し
て
い

る。そ
の

，

、

?

?
1
}
ふ
け
リ

q
o
d
他
人

食
の
校
史
φ

で
あ
る
の
に
、
設
か
四
カ
月
で
詔

一m
d
l
v
て
い
7
J
V
Q

さ
れ
な
い
。

の
あ
る
タ
ン
パ
ク

質
も
見
つ
か
っ
て
い
る
か
ら
、
せ

、zJ
dHU 

入とる D
つ e でアゲ ¥〆

ア
レ
ル
ギ
ー
t

の
誘
発
は
起
こ

ぃ
。
ア
レ
ル
ギ
!

一
双
応
で
、
異
物
が

で

な
い
の
だ
か
ら

い
の
は
き
炊
…
で
あ
る
。

既
只
ブ
ラ
ジ
ル
ナ
y
ヅ
世
帯
件
が

起
こ
っ
て
い
る
。
メ
チ
オ
ニ
ン

(
必
須
ア
ミ
ノ
猷
)
の
多
い
，
ブ
ラ
ジ

ル
ナ
y
ヅ
の
選
法
子
を
大
一
三
に
絡

み
換
え
た
七
ご
ろ
、
ブ
ラ
ジ
ル
ナ

ッ
ヅ
に
ア
レ
ル
ギ

i
を
持
つ
人
が
、

そ
の
級
み
換
え
大
豆
に
も
ア
レ
ん

ギ
i
を
怒
こ
す
事
が
分
か
っ
た
つ

つ
ま
り
ナ
γ
ツ
の
ア
レ
ル
ゲ
ン
が

大
一
三
に
移
っ
た
の
で
あ
る

0
8的

の
物
繁
だ
け
で
な
く
、
仙
郊
の
性
管

も
移
行
し
た
の
で
あ
る
。
ア
レ
ル

ギ
ー
は
動
物
実
験
で
は
分
か
ら
な

3

0

 

iuv 

て
い
る
が
、
杉

花
粉
を
ネ
ズ
ミ
に
一
注
射
し
て
も
l

g
E抗
体
が
出
来
な
い
が
、
デ
ィ

!
一
セ
ル
排
気
ガ
ス
を
一
緒
に
与
え

る
と
抗
体
が
出
来
る
こ
と
が
実
験

で
締
恕
さ
れ
た
。
杉
め
多
い
山
地

で
の
花
粉
症
は
五
%
だ
が
、
杉
が

J

少
な
く
交
通
量
の
多
い
臼
光
街
道

で
は
十
四
%
、
ほ
ほ
三
他
国
の
発
症

察
匂
花
粉
に
微
量
の
有
機
リ
ン
系

農
薬
(
ス
ミ
チ
z
T
A

ン
)
を
プ
ラ
ス

ふ
守
勾
や
し
し

モ
ル
モ
ッ
ト
の
結
膜
炎終

楽

、

の

有

害

化

学

物

震
が
増
、
ぇ
、
近
年
ア
レ
ル
ギ
!
や

ガ
ン
も
増
え
て
い
る
か
ら
、
組
み

換
え
食
品
が
こ
れ
ら
を
増
…
隠
さ
辻

る
心
記
も
大
き
い
。

E
J
B
?
ト
キ
シ
ン
(
ト
キ
シ
ン

と
は
護
物
の
意
味
?
あ
る
が

g
本

で
は

B
T
タ
ン
パ
ク
と
呼
ぶ
〉
の

入
っ
た
作
物
を
食
べ
た
燦
や
蛾
の

幼
虫
は
汀
が
し
び
れ
、
消
化
器
に

穴
が
開
附
い
て
死
ぬ
。
人
間
で
は
消

化
器
に
受
容
体
が
な
く
、
消
化
液

で
分
解
さ
れ
る
の
で
牛
大
丈
夫
と
い
t

う
が
、
受
容
体
が
な
く
て
も
、
消

ル
ル
管
の
小
さ
な
穴
か
ら
少
し
づ
っ

吸
収
さ
れ
る
し
も
毒
素
が
分
解
さ

れ
て
小
さ
く
な
っ
た
設
の
挙
動
は

よ
〈
誠
ぺ
ぬ
ま
ま
、
見
切
り
発
説

的
に
許
可
さ
れ
た
。

o
i
1
5
7
の
ベ
ワ
毒
素
も
ポ

ツ
リ
ヌ
ス
淵
も
タ
ン
パ
ク
で
あ
る
。

タ
ン
パ
ク
皆
同
も
安
心
な
も
の
ば
か

り
で
は
な
い
。

)
滋
択
マ

i
カ
!
と
し
て
組
み

え
た
抗
生
物
質
射
性
物
資
を
、

践
が
と
り
続
け
る
と
、
体
内
の

生
物
の
生
態
が
変
っ
た
り
、
ん
…
例

の
時
使
、
つ
筑
生
物
賢
が
効
か
な

( 5 ) 

務
内
に
は
百
種
吉
兆
制
御
の
締
盟
、

騎
に
は
カ
リ
ニ
原
市
民
、
喉
に
は
ガ

ン
ジ
ダ
、
皮
虜
に
は
常
在
萄
と
い

は
多
く
の
微
生



物
が
住
ん
で
い
る
。

少
し
話
は
そ
れ
る
が
、
近
頃
抗

麗
グ
ツ
ズ
が
京
く
出
題
っ
て
い
る

が
、
こ
れ
が
度
膚
の
せ
m
を
簡
に
影

響
し
て
問
問
題
が
蕗
こ
る
の
で
は
と

金
慎
し
て
い
る
。
一
都
性
の
メ
チ
シ

リ
ン
菌
の
蔓
語
、
結
核
菌
も
耐
性

が
増
え
て
い
る
。

C
)
予
期
し
得
合
い
有
害
物
費
生

成
の
可
能
性
が
あ
る
。
理
入
し
た

遺
伝
子
の
影
響
で
、
一
光
に
は
無
か

っ
た
物
賓
が
出
来
た
り
、
麓
続
遺

円
以
子
い
か
自
覚
め
た
り
〈
発
癌
遺
缶

子
が
叱
学
物
質
や
放
射
線
で
自
覚

め
て
ガ
ン
叱
す
る
て
一
元
々
犠
わ
っ

て
い
た
櫨
物
の
違
法
子
が
機
離
を

宍
い
、
栄
養
棄
が
減
少
す
る
等
、

奈
知
な
事
が
多
い

9

除
草
剤
耐
性
大
一
認
で
作
物
体
内

に
入
っ
た
ラ
ウ
ン
ド
ア
ッ
プ
(
頭

発
癌
性
)
に
よ
っ
て
、
大
童
向
に

様
物
ホ
ル
モ
ン
が
出
来
、
そ
れ
を

食
べ
た
繍
乳
類
の
生
緩
機
能
獲
蓄

を
起
句
』
す
と
い
う
警
告
も
あ
る
。

一
九
八
九
年
に
は
、
昭
和
電
工

の
作
り
出
し
た
遺
宏
子
組
み
換
え

の
ト
リ
ブ
ト
フ
ア
ノ
{
健
康
食
品
)

で
、
一
五

0
0名
以
上
め
被
害
者

を
出
し
、
一
一
一
八
名
の
死
者
を
出
す

事
件
が
軽
こ
っ
た
。
こ
れ
は
叩
混
在

し
た
不
純
物
の
た
め
ら
し
い
。
米

盟
内
で
は

P

L
法
(
製
造
物
賛
同
注

法
)
に
能
い
、
昭
和
電
工
は
一
一
一

0
0撞
円
以
上
の
賠
償
を
し
て
い

る。H
)
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表
示
義
務
が
な
い
。

以
前
…
の

作
物
と
同
じ
で
有
害
で
は
な
い
か

ら
表
示
は
要
ら
な
い
と
雷
う
さ
2

4

か
し
安
全
と
認
定
し
た
食
品
添
加

物
も
金
一
図
表
示

4

さ
れ
て
い
る
つ

官

H
A

主
地
時
時
生
態
系
へ
の
欝
響

除
草
剤
取
性
の
組
み
換
え
作
物

は
、
最
初
は
確
か
に
除
草
剤
の
使

煎
量
が
減
る
だ
ろ
う
が
、
そ
の
性

震
が
囲
り
の
雑
草
に
志
が
れ

1
使

用
量
は
増
え
る
c

組
ふ
換
え
ナ
タ

ネ
か
ら
白
熱
交
配
し
て
別
の
ナ
ヂ

ネ
科
の
植
物
に
移
っ
た
例
が
確
町
一
比

さ
れ
て
い
る
ョ
そ
の
移
行
し
た
控

震
は
、
子
孫
に
も
受
け
継
が
れ
る
つ

横
に
も
、
殺
に
も
そ
の
除
草
剤
一
一
品

性
の
性
賓
が
広
が
司
、
自
己
一
容
蓄

を
繰
り
選
す

3

，

害
虫
抵
抗
性
還
記
子
J
U
、
旭
川
J

撞
物
や
土
壌
に
も
ま
が
り
、
自
的

害
虫
だ
け
で
な
く
、
益
虫
!
"
り
殺
し
、

ま
た
新
た
な
微
生
物
を
誕
生
さ
せ

る
可
能
性
が
あ
る
a

人
工
的
な
組
み
換
え
作
物
が
自

然
界
に
入
る
と
、
生
態
系
を
破
壊

す
る
。
後
二
の
危
険
が
料
開
明
し
で

も
、
一
定
自
然
界
に
放
出
さ
れ
た

も
の
を
取
一
り
一
夜
寸
事
は
出
来
な
い

堅
調
特
定
企
業
に
よ

合
成
化
学
物
輩
、
農
薬
め
完
工

が
頭
打
ち
に
な
っ
て
き
た
、
多
富

山
地
一
相
化
学
企
業
が
、
程
み
換
、

の

関

側

発

、

め

だ

っ

除
筆
剤
耐
性
で
な
種
'
f

二
{
疋
の

除
草
剤
そ
セ
リ
ト
二
e

ニ
、
売
け
付

け
る
ご
農
家
に
は
径
を
採
取
し
て

は
い
け
な
い
と
'
か
、
種
畜
だ
け
で

な
ノ
¥
収
穫
物
に
も
特
許
科
使
用

権
料
を
要
求
す
る
つ
続
発
者
の
権

利
だ
け
が
保
護
さ
れ
、
農
家
に
は

大
変
厳
し
い

u

一
種
苦
法
が
来
年
改

正
さ
れ
れ
ば
、
農
家
は
益
々
難
し

い
す
一
岨
場
に
な
は
ユ
ご
つ
い
に
ふ

十
年
程
前
、
一
種
を
制
す
る
者

は
世
界
を
制
す
る
」
と
一
言
わ
れ
た

が
、
今
日
、
法
一
遺
伝
子
組
み
換
え

を
制
寸
る
者
ぷ
世
界
の
食
糧
を
制

す
る
一
こ
・
こ
一
円
h
w

る
=

詰
洋
二
つ
、
戸
、
ぷ
今
ま
か
だ
保
護

さ
バ
て

γ
〔て
h
e

、
米
国
一
で
護
人
急
、

子
二
ア
ン
ン
ニ

J
e

リ
乃
一
切
寄
司
令
、
百
三
「
札
て

わ
ね

J

、位一丸一町二一一削
1
f
a

』ヘ。いご

刊
誌
物
自
給
率
二
仏
国
法
二
百
%
、

虫
、
英
が
八
十
%
以
上
で
あ
る
が
、

ロ
ヱ
今
一
山
門
学
か
二
十
数
%
に
過
ぎ
な

い
、
自
給
さ
の
低
き
が
も
の
を
蓄

え
な
い
立
場
に
お
川
い
て
い
る
c

組
み
ぬ
い
え
支
口
開
法
第
三
世
界
の

食
糧
太
定
'
て
辺
諸
一
一

41ν
こ
P
R
し

て
い
る
一
か
、
一
J

味
わ
革
令
Y

一
と
問

!
工
事
J

，
…
…
、
読
み
換
え
一
羽
晶
子
に
代

'止す
M
L
H
U

山
わ
な
ヅ
巾
J
J

つをす、富市一ニ川市一

回
作
の
領
一
一
肢
が
立
わ
れ
る
と
片
池
田
仏
え

か
払
い

一
反
対
べ
り
動
三

E
じ
で
法
生
の
ま
ま
流
通
す
る

も
の
-
二
三
仏
一
一
小
一
義
務
を
決
め
た
コ

γ
ラ
ン
ダ
で
J
U

心一一てに表一一小
2

7

4

i
ス
ト
リ
ア
で
は
組
み
換
え
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
の
輸
入
を
禁
止

3

オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
で
は
組
み
換
え
食
品
の
禁
止
と
、

例
外
的
に
認
め
た
も
の
に
は
微
量

で
も
必
ず
表
示
す
る
甲
」
と
を
決
め

て
い
る
。

日
本
で
は
「
遺
龍
子
組
み
換
え

食
品
い
ら
な
い
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

ゃ
、
表
示
を
求
め
る
運
動
が
拡
が

っ
て
い
る
。
表
示
の
義
務
付
け
を

簡
に
要
求
す
る
決
議
が
、
十
こ
の

都
道
県
、
三
百
近
い
地
方
議
会
で

採
択
さ
れ
て
い
る
。
各
地
で
こ
れ

を
広
げ
て
欲
し
い
っ

一
篠
沢
市
で
は
学
校
給
食
に
組
み

張
、
ぇ
土
口
却
を
龍
靖
?
玉
川
・
ょ
う
一
六

業二一信一一軍一会議?之〕ご

盟
会
て
も
表
示
に
関
す
る
小
委

員
会
、
農
水
省
で
も
表
示
懇
談
会

等
で
動
き
つ
つ
あ
る

3

読
売
新
聞
の
調
査
に
よ
る
と
八

割
の
入
が
、
組
み
換
え
食
品
に
不

安
を
持
ち
、
食
べ
た
く
な
い
と
毘

答
し
て
い
る

9

消
費
者
が
選
択
で

さ
る
よ
与
に
、
表
示
は
絶
対
に
必

要
で
あ
る

2

特
に
ア
レ
ル
ギ
ー
性

の
9

へ
は
、
知
ら
ず
に
食
べ
て
発
症

す
る
註
険
性
も
す
向
い
の
で
心
配
で

ふ

vhv会

一
ま
と
め

今
や
、
石
油
北
山
一
一
?
の
時
代
、
物

震
文
明
の
社
会
に
な
っ
て
い
る
が
、

こ
こ
に
き
て
、
も
は
や
限
界
に
来

て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
、
っ
か
。
オ

ゾ
ン
麗
破
壊
、
温
暖
化
、
酸
性
雨

で
環
境
が
悪
化
、
建
康
一
留
で
は
ア

レ
ル
ギ
!
、
化
学
物
賞
過
敏
症
、

ガ
ン
も
増
え
て
い
る
。
青
少
年
や

子
供
達
の
事
件
も
頻
発
し
て
い
る
。

今
の
ま
ま
で
は
い
け
な
い
こ
と

が
は
っ
き
り
し
て
き
た
。
方
向
転

換
の
時
期
に
き
て
い
る

G

石
油
か

ら
バ
イ
チ
ク
に
進
む
の
か
、
自
誌

と
調
和
す
る
方
向
一
に
進
む
の
が
、

今
、
妓
路
に
立
っ
て
い
る
ご

遺
伝
子
組
み
換
え
食
品
を
作
り

出
し
、
自
然
界
に
放
出
す
る
こ

'τ

は
、
神
の
頴
域
を
控
す
ニ
と
に
な

り
、
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大立製品
交霊撞
認溜議議 f認書置すラ11'11量Jt&ど

際絡め大豆拡アメリカ~どか主主総入しているため、遺伝子鎚み鍛え大獲

が入っていることは島りうる。アメリ:カ叡府がそう蓄って書Tいるe 鈎

留では従業の大豆と豊臣み換え大豆を箆別してい1，;い。

本四ネンコE ポレ叩ション f登年ザラダ論j~と

アメリカ重量もカナダ皇室も、緩み換え大豆が2%程度合まれているω 達金事，

e{1底E目しておらず、総別するのは態態。{安全Jという符ままの窓3審査稽
むているE

::r:ニ護法

夜軍司!.i蕗殺を通じで言寄っているので句事量み換え大豆が混じゥているE著書E
T主はあるむ昨年の綴み換え大支の鍛舎は約2%だが、今年はお10%に宮

る箆込み。分別したものを実うことがで嘗ないι

豊富務策繋

E華社主戸E主主主から仕入れと穴豆を富義人しているので、組み鍛えのものが翠

じってL帰 OJ錠殺はあ品。 uかし、品数も安愛T主も主主主宰の大変と変わら

干し、と考えている合

キツコーγンfキッコ由マンしょうゆ， ，丸大:¥iしょう伶‘{灘車高しよう秒 立と

ffl!車専の1認はアメ i)7JtJlう入ってきているので、組み換え大Eがわずか

ながう混じっているp このまま紛み鍛え大豆をf!oっていく丹、どうかを戦

討している。

ヤ?守?鍛治{ヤ?ザLょう時jなと

療草寺となる製民加工大変と大豆弘、製法会社かう供給を受付ており、絡

み換えのものが混じっている可総主がボツポY出始めているE 下メリカ

で位、同じま総~に、子室主;こ強い品種ー望書虫iこ強い晶君量‘遺伝子緩み換え

大豆立ど数漣績を筒時iこ誌繕し、安定供訟を121っており、それるが戦法 e

貯凝・鉛でのa般の援に-:iiじり合ってLまう。たとし、 f有設え大豆の吟

遣しょうゆjには豊富み換え大豆は含まれな~" 

ヒゲ世盤強

E王将の大豆:こ総み換えのものが混じゥでいる可能性;正あるe ただい醤

油の製造には時間がかかると島、その製品が荷主主におるのは1997，年望月

以重量となる。

ナタネ製品
ナ堂ネ撞
毘策湿諭 fa清ザラダ鴻j
原料のナ世ネ11アメリカとカナダから入って来るが‘穴Eと開織に組み

換えのものが混じっていることはありえる。ただし、 rs清キャノーラ

油jのナ51ネi手持皇i滋培t.tので、今のところ総み換主のもの誌混じって

L 、立い。

串E ネンコ時ポレ由シ耳ン{登童革命ラダ鴻j

穴!iと間識に膨告でi卒、組み換えと従来のナ仰を酪1)していないz

磁の繁{獲の花議j

原料のナヲヰi手、適役が-j量購入して絡で進んでくるため‘組み換えと

そうでf.j:いものを分iすることがで意ない。ただし、[ピムアライトオイ

ルjに穫われているナ空ネ拡駿定品綾なので、緩み換えのものはλって

い幸いゐ

コ一間一モ一品明
、
け
ノ
一
ベ

胃
?
醐
語

じま
耳目

認瀦車曜論

fコーンサラダ泌J0ヲ療科には、絡み換えトウモロ2シが混じってLゆ冨?

綾牲がある。

磁の器

Iコーン鴻怒苦手l00Jの療科には、絡み換えトウモロコシが凌じっている

可録性ffある。

ど哩醐J.... 
銭畿愛望書 fキザンラjj叩!::，-~j i一番締IJJ.なt
:J-ングリッツやコ E ン文章一チの様車誌となるトウモロコシttアメリ力

量主であり‘労務がなdれていないので‘総み換えのものが混じっている

可絞役泣ある。

アサ!::ピ由.n-fス町円品ドライJt<ど

護軍司のトウモロコシiま1;'とんどアメリカから策っているが、今年の2.9
ごるから組み換えのものが混じっている可綾設がある。

サッポロどーん ra景ラベんjなど

務守土中農協がアメリカかうトウモロコシを総λし、製粉会社がコー J ス

ヲーチやコーング')・ノツiこ部工ずるョそれをど-I~会社tJ'漬って原料 lこ

震うこしたがって、輸入の殺穏で合到していr..:lすれば‘綴み換えのもc
11''::.ーんの車料に渓じってしまう湾際性はある。

サントリー f瓦由!~ーホップスj など

答品の中にコw・シスターヂを使ってνるものがある語、その原料Jこ総品

換え仇ウtロコシがi皇じっている可産計主はある。

去っr7ク車子
時子冶豊富恵[カール1など

館料の[コーンJI品、コーングリソツとして践入 vているので屯 lli;'，F
えのものが入っているヵ・どうかわFら立し」分llljが行主われていな二三

て』要量量的には絡み換えのものが含まれでいる可能性はあるだろ

ヤ?ザキナピスコ fブチコーンj

ヲメリカのトウモロコシは、高社をま塁て、あるいは混篠原料ターヵ一二

λって〈る。原料メーカーかうコーンヴリ J ツを滋入し‘使τ:てい吾

それに綴み換えめものが入っているかどうか拡わから~\"'J

瀦池~fスコEンj

綴料のコーン1')ッツは通常のものを使っていると!&.う 6

力ルピ時[トッピンチョコj

原料のコF ンデリッツlニ組み換えのものか.含まれでいるかどうかUわか

う章、、

マ富皐ーズ
キニl-ピ-rキユE ピ坦.3:弘山ズjなど

原材料の領物泌総弘、アメ 'J:カ涯のナ事キゃっk:!iかう作っているので、

緩み換えのものが混じっτいるま若草叡主はある。

事革命繁 f憶の畿7ヨネ-;:t

謡物油にはナヲヰ協とコ F ン治が替われているが、それうの繁華ヰiこ絡み

換えのものが混じっている可続性はある。 ii選伝平錨み事量え作物が入つでいる苦1縫牲のある食品

19告7.昌~ M 
〔号〉



雪月30日 シリーズ.7 

@ 一
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関
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4

門

H
H
J

前菌、 fインカ文明jを擁し、熱く語って下さった中野さんの紹介で、メキシコを践し

て来られた字野さんに『マヤ@アスデカ文明iの選勝についてスライドを見誌がら話して

いただきました。参加人数(著者7人 e大人 5人〉も多く、有意義な時簡を過ごす事がで

きました。

宇野さんは、時縄が出来るとリユヴクを背負い、安いチケットを手に気軽に海外へ出か

け、既に60か富恕上の重量々を訪れているそうです。多少詣倹な事もあったそうですが、今

後も続けていくそうです。 (A• M) 

(スライドに出てきた遺島容は、地関の丸聞のついている訴です)
l. ~ 'J ""b':/'的ゼヲ;: ~ r ti{辺誠伺

万有大百科事典

アステカ・マヤ紀行詰を聞いて
旅人である宇野さん e 中野さんの興味ある詰を聞けて、良い時間

が持てました。あんなにもむかし、ジャングルの中に開けた文明が

あったこと、残っているかなりの建築物から当時高度な技術を捧っ

ていたこと、数学@英文学が-進んでいたこと金どが.うかがえました。

こんなにも理知的主人々がー侍故滅んだかを探ることによって、人類

が進むべき道を示してくれそうな印象を受けました。

また、宇野さんはたくさんの国々を訪問しているにもかかわらず、

これといった事件にも事故にも遭遇しておらず、その英才ぶりが.う

かがえました。若者やこれから旅する人がそのノーハウを学ぶため

にも、彼のような人から大いiこ話を聞くべきでしょう。地理や麗史

の勉強のためだけでなく、冨的を達成する方法を勉強するよでも、

先人から体験談を関くのは宥益金ことだと患います O 事菜、先自の

会では多くの若者が.たくさん費関していたので、よかったです。

おそらく、$t自の会iこ参加した人法これからもさらに紀行に興味

を持ちつづけ、いつの自か富分の患で自的地を踏みしめ、今度l正富
分自身で達成惑を味わうことでしょう。そしてまた、第二の宇野さ

んとして、後輩遣に皆えていくかもしれません。 GE主

(宮)



11月 7日 出会い塾シリーズ.8 

車車 車串串 f才一ストラl}7料品哲学生ジョピーナさんと交読j串講 講講講

東饗高校へ留学中のヅ鰐ピーナさんを盟えて、オーストラリアの学生生活の事、こちら

での生活の事など、中学生・高技生9人〈プラス大人5人)参加で、 Q&Aを斐えながら

若者関士、楽しい時簡を轟ごすことができました。一年賠の留学を終え、来年1月にはオ

ーストラリアヘ帰り、大学への進学がさまっているそうです。

参加Lたみなさんに望書いでもらった一言感想は、ジョピ…ナさんのメッセージと共に紙

面に乗せさせていただきました。※記入してもらった一言感想は、ジョピーナさんに渡し

ました。紙面にはメッセーヅとイニジャルのみ縄載しました。※ (A • M) 

来ιi古こ;r一足トミデ)?~ごてに〉いてま， L 2.玄十ご~\ 二

色本l士宮長十ニw 十ざす<:::~，(十￡才一ストラソ 1~ニすき震予:ユ
ガアネ"31';'ぎ禾ぷは 't<:宅に:うごJえて寸 II言 e*A t-":どと烹i
'1't'l-::Lヴ)';， +:::::カI'~ 'tL:宅 3抗 LlI亡、主似キo-'~を鵠ザ
ピ>=J 守ψ寸ニ、、ブ~S ガスL金二て，襲ももを¥""Lt: ltぷみ(11
ペコ空β しと方、い宙 L二台"， t=~'i.?がいい Y f員、いま守
Lまえて5;;耗 l¥'，亡、可。みベ十£事V怯f'itま守二本いTというか
い〉てぐ宅亡命ぷ罵~すす lt て. \1 担 llo<~:'ーかラ :ìl-f't か
オご-¥}1 ゲ i之すま宅;t. L~ 寺地二



督官eenjoyed your t畠lk.ltis difficult for肘 to器pe拙 Engli罫h.and1曹叫ldli加

to study i t. Then see yOI1 again. H • M 14才

管Than孟yOI1for your co腿ing.1 ha四 a80 good ti酎 tonight!If 1 can go to 

Aust:r畠lia，plea昌 int:roduceyourfrienrls!!約len1 can spea量EnglishI目or君. 1曹anna

tal匙 toyou a lot. See Tou soon. R • 1 17才

管オーストラリアの学技と日本の学校の違い。昼食のこと、設業のことなどたくさんのあ

たらしいことが分かりました。一番心に残っていることは、 「包本のことを好きだ」とい

ってくれたことです。誌は、アメリカに行ったとき「なんだ、あいつJみたいな習で見ら

れたことがありました。しかし、ヲョピーナさんは違いました。外関の優しい心も教えら

れ、いい経験になりました。 Y• G 14才

智今日は楽しくて日本語でも質問ができたのでよかったです。でも、英語にはついていけ

なかったけど雰覇気的に分かったので楽しかったです。田昌拙 you! M・K 13才

智今日はすごく楽しかったです。 r"dlike to曹rit邑 aleter to yOI1.お返事ください。

お友達になりましょう。 Se母 youagain. GOOD BY.E. M. Y 15才

智来ているメンバーの中では割りと年上になるのに英語はろくに話すことが出来なか勺た。

いざ、喋ろうにも嘆に曲が昇ってそれまでに必死で考えた英文がブッ飛んでしまい、カタ

コトのカタカナ英語だった。その縫鋪な英語十日本語にも丁寧に答えてもらえて嬉しかっ

た匂どうもありがとうの辞警と絡関しながらでも手紙を書こうと思う。 K • K 

守Todayis English study very fan. 1 like English鴨 ry鵬 11. But Ican spe拙

li ttle English啓 Again薗eteach English ，please. Today is than盈youvery踊uch.

沙羅双樹立才

智Today.than並y011. Today is En宮lish富士dayvery fan. You spea孟English very 開 11.

1 can s関脇 English.加盟主 you. K • T 12才

管再見(サイ ツェン) Good-by告 また いつか M号 rc R • H 

く中富語〉 く英語〉 く日本語〉 くフランス語> 14才

轟思 金。 金恕 象。 襲。 争か

(1 1) 



されたコンサート iこ出かけ

jむz アブザカ大盤の東構奇襲に註聾する轟)を聴くのは初めての襲。心弾ませながらメンパ

ー四人で会場に向かいました咽

会場はもう訳出の中学生らが腐をうめ、なんと、出会い塾に来ていただいたジ翠ピー十

さんの離も見られました。

マナウオーナー{こんにちわ〉の言葉から、 「デルネスJのメンパー 5人による演奏が

独特なリズムで始まった。韓等の身体も声も、一つの楽器となり、珍しい楽器と共に、ア

フリカの大地か主題けられたような響きでおなかにずんと法わ勺てきた。ゆっくり流れる

必の中に入閣を・自然をうたいあげていた。そう・-ー私達が忘れてしまった遠ーい昔を

E出させてくれるようだった。聴いているうちに、身体が自然に動いてしまう不思議な

太鼓(ロー£)のリズム。ブイナーレは『村はおまつり j という歌を臼本語で歌ったくれ

J~ 1'>材はおまつり うたい おどり わらい

いやなことは忠れて 共に歌おう

村はおまつり うたい おどり 笑い)) 

会場全体で大合唱のうちにコンサートは終わりました。

参加していた中学生に「どうでした'?Jと訪ねてみたo 彼女は「リズムが業構らしかっ

た。 Jと嬉しそうに話してくれた。

彼等は、全身で表現しながら、うたい 踊った。聴衆の一人一人も引き込まれるように

び・楽しみ a 共iこ歌勺た。

12月の櫨ただしい中にあ勺て、嬉しい企睡でした。午前中は、 1998年震に向けての活動

について話し合い、今年麓のしめくくりの定開会となりました。 (H• M) 

ョー

鉱統楽器紹介

腕a開 """'1'("7ルヴ?ニ}

諮軍基q)ツイタ由《援護銭的一睡}で.燐式によ〈鯉b札晶.

Ro開..(ローメ}

舗も結土‘ゼブ牛町躍でできた太銭的一報e

Ki包括。dy(キヤスデイ}

マサンプルもズマングウ壇芳勝帯時議富。

自主留守鞘;1<"醐害時.， (カタイケ ランブ叶

事的車聖書留んだもの念

Jejo"，醐帽糊{ジょ.;( ヴオアト，ブ)

弦楽器.品調拙絃にラフ4ア葦を使・9ていたがも撞に翻弦!:総書換えられ、昔を珪聾するた時に耳鎗や輯に理えられていった。

とりbけ Jejuは，世代から世Itへと引き際が紅、講韓オる若者は両轟から祝輯寄れるという a

(1 2) 
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r噌君笠糧管戸幽旬開砂働酬w

y " y ニレ散策

アキニレの林へ行っ

信じられないくらい豊かな空関がそ ζにあった

ここでiまいとも簡単に別の時空に潜り込める

大きなアキニレが枝も葉も臨まかせに揺れている

葉と葉の簡の無数の空も揺れている

じっと立っていると水中にいるよう屯錯覚を覚える

胞に漏きあがる感構が簡なのかわから屯いが

揺れは心地よかった

こころの中のもつれた毛糸玉が

魔法のようにスルスルと抵どけてい〈

涙があふれた

ご2 今後の活動 z

党 1月268(月〉胡 11時33分~

98年度総会

をお騒い致します。

女 2月168 (月)P彊 1時30分~

町民会舘 2月

内容については未定 fフラワー

アレンジメントなど予定)

大出あい撃の予定

器出発信の漫醸家

建築家(童書1E住)など

まだ未定ですが決まり次第お知

らせします。定う御期待 r

で
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/デヂヌ 11./上 ヵ、すみAr手二1";.-t. 
正還~出孟醤話3揺忽出2轟~路~場F官WI"匹J匹~仁開ζ簿価ぜ塾d

自影さんが、 N註K桂出文化センターの講舗と

して、錦年 1-3月まで下記の講座を開きます。

お問い合わせ;怒号89(921)1151 

留然が失われてゆく主主かと S号i主主主主軒!こ員長く翠花考査見つけ
るとかが安:3ぎます，綴錦篭稽穏iこ箔写することで鶴喜重力が

溜し。白然への潔癖も一翠漆まります。だれでも箔けますの

で、題麹菌を韓富くことで藩ろしにうるおいをもたせましょう。

@舗厳/イラストtr-ター 命受鶴料J

自形鐙量 3阜、月(1-3月}
@臼軍事i;再1.3木健813:00-15:00 6窃分 9.000同
一

舗築後記

今留は、井戸議喜重り20号発刊記念号ということ

で、撞当の 2λ 「どうしよう ?Jと身のひきしま

る年末を謹えました。しかし、白怒さんの原稿の

おかぜで、内容がグッと諜まり、記意号にふさわ

Lい鞠ができ、ホッとしております。

も、メンバー皆元議で頑強りましょう。

皆議 議いお年を電器轡電器5・M/A-M
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